
幼児の集団宿泊体験活動プログラムの企画から実施まで 

 
１ 企画する 

 
 

ア 子どもの現状を把握する 
イ 子どもにどのような力を身につけさせたいか

確認する 
  

 
            ※ねらいを達成するために  
            ア 時期・期間・時間の設定 
                     イ 場所の設定 
            ウ 指導者・支援者の確保 
            エ プログラムの内容の検討 

          
 
 
 
 
 
 
 
○ 突発的事態等に対応したプログラム代替案を検討しておこう 

 
 
 
 
 
 
 
２ 準備する 

 

○実施場所の下見・打ち合わせ 
活動範囲の確認、危険箇所の把握、携行品 等 

♪♪活動プログラム企画立案のポイント♪♪ 
♪ 発達段階に応じたプログラムにしよう 
  ・大人が手伝うこと、幼児ができること、挑戦させたいことを考えましょう。

♪ ゆとりあるプログラムにしよう 
  ・時間がかかるのは当たりまえです。ゆっくり活動できるものにしましょう。

♪ 安全や健康に配慮したプログラしよう 
・現地の下見や指導者・支援者の役割分担等、打ち合わせをしっかり行いま

しょう。 
♪ イベントで終わらないプログラムにしよう 

・体験が園や家庭での生活・活動に継続させることも考えましょう。 
♪ 裏番組のあるプログラムにしよう 

・天候の変化や環境変化による体調不良等に対応するためのプログラムを準

備しましょう。 

ねらいを 
確認する 

プログラム

を作成する 



 
○スタッフの確保・役割分担 
指導者・支援者の確保、活動ごとの役割分担 等 

○安心・安全への対応 
緊急マニュアルの確認、健康チェック、傷害保険、オリエンテーション 等 

 
３ 実施する 

 
○個々の活動の把握 
 身近な場所で一人一人の活動に目を向け、指導・支援・見守りましょう。 
○全体の活動の把握 
 全体の動きを把握しながら、指導・支援・見守りましょう。 

 
４ 評価する 

 
○指導者・支援者、保護者等、関係者がそれぞれに客観性のある評価をする 
○指導者・支援者、保護者等、関係者が評価を共有する 

      
５ その他 

 

○集団宿泊体験活動の効果の継続・高揚 

・園での振り返り、類似活動の実施 

・保護者への報告会や研修等での体験活動有効性の理解促進 

・家庭での類似活動の実施 
 
 
【集団宿泊体験活動のフォロー図】 

企画する 準備する 実施する 評価する 


